
（参考） 生産性向上技術の加点の仕組み及び更なる導入促進

発注者は 履行による効果が確認された場合
請負工事成績評定要領に基づき評価する

施工

生産性向上技術を採用した場合

準備・後片づけ関係、施工関係、品質関係、安全衛生関係において生
産性向上技術を活用して効果があった場合

さらに、当該技術がNETIS登録技術である場合は、追加で加点

最大2.8点の加点

受注者が 入札時又は工事中に
生産性向上技術に関する技術提案を行う

関東地方整備局

工事中に技術提案を行う場合
工事書類「創意工夫・社会性等に関する実施状況」
を提出。

生産性向上技術とは
プレハブ化、ユニット化、自動化施工（ICT施工、
ロボット活用等）、BIM、ASP等を活用 したもので
施工の合理化に資するもの

他の工事受注者
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HPで紹介

生産性向上技術
リストの活用

活用実績のある
技術の導入促進


